
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

国
保
料
は
、
口
座
振
替
で
も

納
入
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
依

頼
書
を
提
出
し
た
翌
月
か
ら
引

き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ

る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険

課
（
�
内
線
２
６
８
４
）
へ

市　報　に い が た （2）平成12年８月27日第　　　号1748

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

児童扶養手当　現況届は８月31日まで
持ち物 現況届用紙、児童扶養手当証書、
世帯全員の住民票、印鑑、ほか
提出先 児童福祉課（市役所本館２階）、
地区事務所
問い合わせ 児童福祉課（�内線2616）へ

ひとり親家庭等医療費受給者証

更新申請は８月31日まで
ひとり親家庭等医療費受給者証の有効

期限は９月30日までです。10月１日以
降も助成を受けるには、８月31日まで
に更新申請を行ってください。
問い合わせ 児童福祉課（�内線2617）へ

股 関 節 検 診
対象 平成12年５月生まれ
持ち物 母子健康手帳、レントゲン診断
料1,250円　受付時間 午後1時～2時
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ

〈中央地域保健福祉センター会場〉

対 象 小 学 校 区
五十嵐　真砂　坂井輪　坂井東　新通　湊
栄　有明台　笠木　小瀬　入舟　豊照　小針
青山　東青山　浜浦　関屋　新潟　白山　
鏡淵　木山　赤塚　内野　西内野

月　日

９・25

対 象 小 学 校 区
万代　南万代　長嶺　沼垂　笹口　上所
女池　中野山　東中野山　南中野山　山潟
江南　桜が丘　上山　鳥屋野　丸山　大渕
紫竹山　
山の下　桃山　東山の下　下山　竹尾　木戸
牡丹山　曽野木　東曽野木　酒屋　割野
松浜　濁川　南浜　太夫浜　大形

月　日

９・５

９・19

〈東地域保健福祉センター会場〉

１歳誕生歯科健康診査
対象 平成11年９月生まれ（曽野木地区
は10月実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3647）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

１歳６カ月児健康診査
対象 平成11年２月生まれ（西・北地区
は１月生まれ含む、入舟・曽野木地区は
10月実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

３ 歳 児 健 康 診 査
対象 平成９年３月生まれ（西・北地区
は10月実施、入舟・曽野木地区は11月実
施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、尿、印
鑑、フッ素塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

精神障害者生活支援相談
日時　９月２・16日午前11時～午後２時
会場　総合福祉会館
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　保健所健康増進課（�内線
3666）へ

酒 害 相 談
日時　９月４・18日午後１時～３時
会場　保健所健康増進課（市役所第２分
館１階） 対象　酒で悩む人・家族
申し込み 会場（�内線3666）へ　※予
約制

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

う
、
両
川
地
区
市
政
懇
談
会
が

７
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
地
域
の
住
民

で
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
こ

う
と
「
両
川
地
区
活
性
化
研
究

会
」
を
平
成
９
年
に
発
足
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
研
究
会
の
開

催
な
ど
、
地
区
の
活
性
化
に
向

け
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
懇
談
会
で
は
、
以
下

の
４
項
目
に
分
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
９
月
15
日
の
「
敬

老
の
日
」
に
、
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
祝
金
を
贈
り
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
80
歳
以
上
の
市

民
全
員
に
贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
平
成
13
年
３
月
31

日
現
在
で
、
77
歳
（
喜
寿
）
、

88
歳
（
米
寿
）
、
１
０
０
歳

県
内
消
防
団
の
強
化
と
消
防

技
術
の
向
上
や
士
気
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
、
８
月
６
日
に
糸
魚

川
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
か
ら
25
チ
ー

ム
が
参
加
。
本
市
か
ら
は
、
西

消
防
団
第
12
分
団
（
赤
塚
）
と

東
消
防
団
第
11
分
団
（
濁
川
）

の
２
チ
ー
ム
が
大
会
に
の
ぞ
み

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
西
消
防
団
第

12
分
団
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

本
市
か
ら
参
加
し
た
チ
ー
ム
が

優
勝
し
た
の
は
、
平
成
６
年
以

来
２
度
目
。
ま
た
、
東
消
防
団

第
11
分
団
は
、
惜
し
く
も
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
内
容
で
し
た
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の

新
規
資
格
取
得
や
再
発
行
な

ど
、
保
険
証
を
交
付
す
る
際
に
、

窓
口
で
申
請
者
の
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
を
提
示
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
険
証
の
悪
用
を

目
的
と
し
た
、
他
人
に
よ
る
不

正
な
取
得
を
防
ぐ
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

申
請
の
際
は
、
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
年
金
手
帳
・
証
書

な
ど
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険

課
（
�
内
線
２
６
９
２
）
へ

地
区
別
議
題

質
問

両
川
地
区
の
人

口
対
策

市
長

鶴
亀
橋
架
橋
工

事
と
小
阿
賀
野
川
の
改

修
に
伴
う
移
転
者
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
酒

屋
地
域
に
住
め
る
よ
う

な
方
向
で
努
力
し
て
い

く
。
公
共
事
業
に
伴
う

移
転
の
場
合
は
、
市
街

化
調
整
区
域
の
開
発
な

ど
特
段
の
配
慮
も
可
能

だ
と
思
う
。

両
川
工
業
団
地
の
拡

大
と
い
う
提
言
が
あ
っ

た
が
、
同
団
地
に
は
、
未
分
譲

の
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
の
時
代
で
あ
る

の
で
、
小
さ
な
町
工
場
で
高
生

産
を
上
げ
る
と
い
う
生
産
体
系

も
出
て
き
て
お
り
、
少
し
情
勢

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
住
宅

地
域
と
工
業
地
域
の
共
存
も
十

分
あ
り
得
る
と
思
う
。
新
し
い

市
街
地
の
開
発
は
、
今
ま
で
と

違
っ
た
や
り
方
も
考
え
ら
れ

る
。

質
問

産
業
振
興
対
策

市
長

地
域
で
採
れ
た
生
産
物

の
直
売
所
や
観
光
案
内
な
ど
が

あ
る
施
設
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
適

当
な
場
所
の
確
保
や
生
産
者
の

協
力
体
制
が
で
き
る
か
ど
う
か

な
ど
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
る
。

質
問

住
民
の
意
識
改
革

市
長

地
域
の
発
展
の
た
め
、

住
民
の
気
持
ち
を
高
め
て
い
く

同
パ
ン
フ
で
は
、
妊
娠
中
や
出
産
、
育

児
な
ど
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
各
種

検
診
や
講
習
会
、
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介
。

ま
た
、
休
日
・
夜
間
に
利
用
で
き
る
医
療

機
関
や
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
施
設

な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
本
館

２
階
）、
地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、
地
域
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
（
�
内
線
２

６
１
７
）
へ

低 肺 機 能 教 室
日時 ９月14・28日、10月11日午前
10時～午後３時半　※９月28日は午後
１時半から。３日１コース
会場 万代市民会館　参加費 300円
内容 肺機能検査、講演、実技、試食、
交流会　定員 先着40人
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3662）へ

フン害撲滅キャンペーン
日時 きょう27日午前９時～10時
集合場所 寺尾中央公園正面入口駐車場
内容 フン害防止を呼び掛けながらフン
やごみを回収し、ウンチパックを配布す
る　申し込み 直接集合場所へ

両
川
地
区
市
政
懇
談
会

（
上
寿
）
の
長
寿
の
節
目
と
さ

れ
て
い
る
年
齢
の
人
を
対
象
に

贈
呈
。
祝
金
の
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
０
円
、
１
万
円
、
10

万
円
と
昨
年
に
比
べ
お
お
む
ね

倍
増
し
ま
し
た
。

今
年
度
末
ま
で
に
65
歳
以
上

に
な
る
人
は
、
市
内
で
約
８
万

３
０
０
０
人
。
そ
の
う
ち
祝
金

の
対
象
者
は
約
４
０
０
０
人
で

す
。な

お
、
77
歳
、
88
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
以
上
の
人
に
贈
呈
し

て
い
た
祝
品
は
廃
止
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
５
５
）
へ

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い

う
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
地
域

の
歴
史
を
生
か
し
た
催
し
物
を

行
う
な
ど
、
両
川
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
、
地
域
の
人
が
誇
り
に

思
え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

質
問

環
境
基
盤
の
整
備
　
　

市
長

大
外
環
状
線
に
つ
い
て

は
、
各
市
町
村
で
整
備
す
る
よ

り
も
、
県
事
業
で
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
運
動
を
行
い
、

県
道
に
認
定
し
て
も
ら
っ
た
。

現
在
、
約
３
分
の
１
の
部
分
で

事
業
が
進
め
ら
れ
、
残
り
の
部

分
を
ど
の
よ
う
な
手
法
で
整
備

す
る
か
を
早
急
に
詰
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
い
。
路
線
の
位

置
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
の
補

助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
決
定
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

小
阿
賀
野
川
の
整
備
に
つ
い

て
だ
が
、
河
川
法
の
改
正
も
あ

っ
て
、
河
川
の
整
備
を
す
る
場

合
は
、
地
域
の
声
を
聞
く
よ
う

に
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
た
。

通
船
川
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
県
が
地
元
と
川
づ
く
り
に

関
す
る
懇
談
会
を
開
い
て
い

る
。
小
阿
賀
野
川
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
懇
談
会
を
県
に
開
催
し

て
も
ら
い
、
地
元
の
意
見
を
反

映
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

自
由
発
言

こ
の
ほ
か
に
自
由
発
言
で
、

託
児
所
を
備
え
た
市
営
住
宅
の

設
置
、
磐
越
自
動
車
道
の
両
側

道
の
直
線
化
お
よ
び
拡
幅
に
つ

い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

フ ッ 素 塗 布
受付時間 午前９時半～10時半
対象 ４歳未満児
持ち物 母子健康手帳、1,020円
申し込み　電話で各会場へ
月　日 会　　　場 定員（先着）

９／１ 南地域保健福祉センター 150人

９／１・13 坂井輪地域保健福祉センター 各日70人

９／14・28 東地域保健福祉センター 各日50人

９／20
石山地域保健福祉センター 150人

中央地域保健福祉センター 70人

９／21 中地域保健福祉センター 100人

医師による老人精神保健福祉相談
対象 痴ほうなどで困っている人・家族

申し込み　保健所健康増進課（�内線
3666）へ　※予約制

会　場

東地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

月 日

９・12

９・28

時　間

午後１時半～３時半

医師による精神保健福祉相談

申し込み　保健所健康増進課（�内線
3666）へ　※予約制

午後１時半

～３時半

時　間会　場

中央地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

日

毎週火曜日

毎週木曜日

Ｑ

65
歳
以
上
の
人
は
10
月
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
そ
う
で
す

が
、
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

Ａ

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

料
の
滞
納
が
１
年
以
上
続
く

と
、
そ
の
滞
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
が
段
階
的
に
制
限
さ

れ
ま
す
。

�
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

保
険
給
付
の
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
、
利
用
者
は
費
用

の
１
割
を
利
用
料
と
し
て
自
己

負
担
し
、
残
り
の
９
割
が
保
険

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
が
、
１
年

以
上
滞
納
す
る
と
、
利
用
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い
っ
た

ん
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
後
日
、
市
か

ら
保
険
給
付
（
９
割
）
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

�
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
た

場
合利

用
者
へ
の
保
険
給
付
（
９

割
）
の
払
い
戻
し
が
一
時
的
に

一
部
あ
る
い
は
全
部
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、

保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
、

差
し
止
め
た
保
険
給
付
の
額
か

ら
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
の
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

�
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ

て
保
険
給
付
の
割
合
が
９
割

（
自
己
負
担
１
割
）
か
ら
７

割
（
自
己
負
担
３
割
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
依
頼
書
を
発
送

保
険
料
を
納
付
書
で
納
め

る
人
に
、
口
座
振
替
の
案
内

を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
す
る
と
納
め

忘
れ
が
な
く
て
安
心
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
４
）
へ

保
険
料
の
滞
納


